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技術倫理協議会の活動経緯  
 
Ⅰ．技術倫理協議会の設立の経緯        

１．目的および設置  
技 術 お よ び 技 術 者 の 倫 理 的 な 対 応 が 社 会 で 問 題 と な る 機 会 が 多 い こ と か ら 、科

学技術に関係の深い１２の基幹的な学協会間 で協議し、技術倫理および技術者倫

理に関す る共通課 題の協議 や、倫理 の普及・推進・検 討および 問題解決 など を 図

る目的を 持って 2004 年 4 月に 技術倫理 協議会が 設置され た。  

２ ． お も な 活 動 と 事 業  

定 例 開 催 の 研 究 会 は 原 則 非 公 開 で 、 下 記 の よ う な 事 項 を 協 議 し 、 そ の 成 果 を公

開シンポ ジウム等 を通じて 外部に発 信する。  
(1 )  倫理の 普及およ び啓発、 (2 )  倫理に 関 する情報 交換、 (3 )  倫理に関 する教 育

研修や研 究などに 関する共 同事業、(4 )  倫 理問題 に関する 研究者・技 術者の支 援 、

(5 )  社 会 へ の 倫 理 に 関 す る 共 通 見 解 の 表 明 、 (6 )  そ の 他 倫 理 に 関 し て 協 議 ・ 協 力

できる問 題  
３．参加学協会  

応用 物 理 学会 、 化 学工 学 会 、土 木 学 会、 電 子 情報 通 信 学会 、 日 本機 械 学 会、 日

本建 築 学 会、 日 本 工学 ア カ デミ ー 、 日本 工 学 教育 協 会 、日 本 技 術士 会 、 日本 原

子力学会 、電気学 会、日本 化学会  
（定例研 究会は計 １２学協 会からの 委員＋学 識経験者 ＋話題提 供者で開 催）  

４．組織  
各学協会 から原 則 2 名 の委員 が参加。 委員の任 期は 2 年 、再任す ることが で き

る。議長 は互選に よる。た だし、規 定により 議長選出 母体の学 協会が事 務を 担 当

する。  
 

Ⅱ．運営  
2004 年 度 ～ 2007 年 度は長島 昭議長（ 日本機械 学会）が 選出され 、日本機 械学 会

が事務局 を担当し た。  
 

Ⅲ．主な活動経過  
回数  開催日  主な話題  
第 1 回  2004 年 4 月 23 日

（金）  
・技術倫 理協議会 規定審議 ・議長選 出  

第 2 回  2004 年 7 月 14 日
（水）  

・学協会 が果たす 役割―整 理枠組み ベンチマ ーキ
ングの基 準として の米国の 組織―  

第 3 回  2004 年 9 月 29 日
(水 )  

・技術倫 理綱領の 比較（内 外）と分 析  

第 4 回  2004 年 11 月 22 日
（月）  

・プロジ ェクト運 営におけ る重点管 理ポイン ト  
   ―  厳 しい編成 の中で健 全なモラ ルは育つ ―  
・著作物 の利用と 権利の制 限  

第 5 回  2005 年 2 月 22 日
（火）  

・ビジネ ス倫理に おける「 倫理」「実 践」「制度 」
の関係  
・Ethics Crossroads の形式 と科学技 術倫理の
構築  

第 6 回  2005 年 4 月 26 日
（火）  

・シンポ ジウム企 画につい て  
☆電気学 会、日本 化学会が 加入  

第７回  2005 年 7 月 8 日（金） ・インタ ーネット の時代に おける情 報通信技 術者
の職能倫 理  
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第８回  2005 年 9 月 26 日
（月）  

・科学者 のモラル  

第１回  
公 開 シ ン
ポジウム  

2005 年 10 月 20 日
（木）  
土木学会 講堂  

技術倫理 に対する 学協会の 取組み  
 －現状 と今後の 課題―  
基調講演  
・「 技 術 者 倫 理 を 支 え る も の － そ の 成 立 ま で の 歴
史」  
報告「各 学協会に おける技 術倫理の 取組み概 要 」  
パネルデ ィスカッ ション :  
 「 学協会 は技術倫 理にいか に取組む べきか？ 」  
参加者 103 名（ 講演 者含む）  

第９回  2005 年 12 月 20 日
（火）  

・公開シ ンポジウ ムレビュ ー  
・次年度 運営  

第 10 回  2006 年 2 月 23 日
（木）  

・学術会 議での科 学者の行 動規範の 検討状況 につ
いて  
・今後の 運営と活 動  

第 11 回  2006 年 4 月 21 日
（金）  

・企業 コ ンプライ アンスの 取組状況 と課題（ 話題
提供）  
・学術会 議「科学 者倫理へ の取組み について（依
頼）」意見 交換  
・今後の 運営体制 意見交換  

第 12 回  2006 年 6 月 30 日
（金）  

・技術者 の倫理を 巡る国際 的な状況 （話題提 供 ）  
・公開シ ンポジウ ムテーマ 、運営討 論  

第 13 回  2006 年 9 月 25 日
（月）  

・ 技 術 倫 理 教 育 の 最 前 線 と 金 沢 工 業 大 学 の 挑 戦
（話題提 供）  
・論文投 稿、研究 等の倫理 問題を討 議  
・公開シ ンポジウ ム計画内 容確認、 修正  

第２回  
公開シン
ポジウム  

2006 年 10 月 30 日
（月）  
日本機械学会会議室 

「安全に 関わる技 術倫理と 学協会へ の期待」  
・基調 講 演「企 業 倫理と通 報システ ムの現状 と課
題」  
・総括報 告「安心 な社会と 技術者へ の提言」  
パネルデ ィスカッ ション :  
 「学協 会 は技術倫 理にいか に取組む べきか？ 」  
参加者８ ６名（講 演者含む ）  

第 14 回  2006 年 12 月 22 日
（金）  

・機械 学 会論文投 稿、校 閲 の不正に 関する倫 理指
針（話題 提供）  
・ミスコ ンダクト に対する 日本化学 会の取組 み
（話題提 供）  
・  公開シン ポジウム 総括  

第 15 回  2007 年   2 月 20 日
（火）  

・教育者 倫理につ いて（話 題提供）  
・次年度 運営方針  

第 1６ 回  2007 年  ５月 15 日
（火）  

・テーマ 討論：研 究発表・投稿およ び研究に 関す
る倫理… 学生への 指針、論 点整理と 問題提起  

第 1７ 回  2007 年  ７月 30 日
（月）  

・話題 提供：不祥 事事 件頻発に 対して 、検 査体制、
品質管理    
・秋のシ ンポジウ ム開催企 画の検討  
・本協議 会の運営 体制（費 用）と規 定改訂  

第 1８ 回  2007 年 10 月 ９ 日
（月）  

・「研 究発 表・投 稿お よび研究 に関する 倫理  …  学
生への指 針」の策 定－第１ ６回から の継続審 議課
題  
・第 3 回 技術倫理 協議会シ ンポジウ ム開催次 第の
確認  
・本協議 会の運営 体制と規 定改訂  
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（続き）  

回数  開催日  主な話題  
第３回  
公開シン
ポジウム  

2007 年 1１月 27 日
（火）  
日本化学 会ホール  

「 リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト と 技 術 者 の 倫 理 の 接 点
―学協会 の役割」  
基調講演  
・「社会の 安心・安 全と保安 検査シス テム」  
・「リスク マネージ メントと 技術者倫 理」  
・「化学物 質管理政 策の動向 と自主管 理のあり 方 」
パネルデ ィスカッ ション : 
「安全認 証制度に おける学 協会の役 割」  
 
参加者８ ５名（講 演者含む ）  

第 1９ 回  2007 年 12 月 13 日
（木）  

・「研究発 表・投稿 および研 究に関す る倫理」  
  学生 への指針 の策定  
・第 3 回 技術倫理 協議会シ ンポジウ ム報告  
・本協議 会の運営 体制  

第２０回  2008 年 3 月 11 日
（火）  

・「研究発 表・投稿 および研 究に関す る倫理」  
  学生 への指針 の策定  
・本協議 会の今後 の運営体 制  

 
 
Ⅳ．委員構成  （ 期 の 途 中 で 退 任 乃 至 は 就 任 者 を 含 む ）  
第１期（ 2004 年～ 2005 年）  
議長：長 島  昭（機 械）    
幹事：池 田駿介（ 土木）、札 野  順（工 学教育）、  
委員：川島 一彦（ 土木 ）、伊 藤俊 明（化学工 学）、橋谷 元由（化学 工学）、中 村昌允（化

学 工 学 ）、 高 城 重 厚 （ 技 術 士 会 ）、 岡 田 惠 夫 （ 技 術 士 会 ）、 島 田 良 一 （ 建 築 ）、
山 本 康 弘 （ 建 築 ）、 椿 原  治 （ 工 学 教 育 協 会 ）、 班 目 春 樹 （ 原 子 力 ）、 大 場 恭 子
（ 原 子 力 ）、 辻  政 俊 （ 原 子 力 ）、 三 木 哲 也 （ 電 子 情 報 通 信 ）、 小 松 尚 久 （ 電 子
情 報 ）、 斎 藤  忍 （ 機 械 ）、 上 野 晴 樹 （ 工 学 ア カ デ ミ ー ）、 山 田 郁 夫 （ 工 学 ア カ
デミー）、隈部英一（ 工学アカ デミー）、本間芳和（ 応物）、岸 田  俊二（ 応物 ）、
岩瀬暢男（応物 ）、御園生誠（化学 ）、後藤達乎（化学 ）、川村  隆（ 電気）、村
岡  泰夫（ 電気）、梅 津光弘（ 学識経験 者）  
高橋征生 、鈴木雅 行（事務 局担当、 機械）  

  
第 2 期（ 2006 年～ 2007 年）  
議長：長 島  昭（機 械）    
幹事：池 田駿介（ 土木）、札 野  順（工 学教育）、  
委員：川 島一彦（ 土木）、 皆 川   勝 （ 土木）、中 村昌允（ 化学工学）、岡田惠 夫（技術

士 会 ）、 櫛 田 晴 美 （ 技 術 士 会 ）、 島 田 良 一 （ 建 築 ）、 山 本 康 弘 （ 建 築 ）、 高 橋 信
之 （ 建 築 ）、 椿 原  治 （ 工 学 教 育 ）、 大 場 恭 子 （ 原 子 力 ）、 鳥 飼 誠 之 （ 原 子 力 ）、
辻  政 俊 （ 原 子 力 ）、 矢 野 眞 理 （ 原 子 力 ）、 三 木 哲 也 （ 電 子 情 報 通 信 ）、 小 松 尚
久（電子 情 報）、小野 京右（機 械 ）、上野晴 樹（工学 ア カデミー）、隈部英 一（工
学アカデ ミー）、荒 井滋久（ 応物）、久 保  佳実（ 応物）、岩 瀬暢男（ 応物）、芳
野久士（ 応物）、御 園生誠（ 化学）、後 藤達乎（ 化学）、川 村  隆（電 気）、村岡  
泰夫（電 気 ）、佐々木 三郎（電 気 ）、島田敏 男（電気）、梅津光 弘（学識経 験 者） 
鈴木雅行 、福澤清 和（事務 局担当、 機械）  
 

 
（ 2008 年 3 月 11 日 現在）  
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